
二
一

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

キ
ー
ワ
ー
ド　

東
周
金
文　

編
鐘　

隋
仲
嬭
加　

曾
侯
寶　

楚

要
約二

〇
一
九
年
五
月
に
發
掘
さ
れ
た
棗
樹
林
墓
地
は
、
春
秋
中
、
晚
期
の
曾
國
貴

族
墓
地
で
あ
る
。近
年
發
掘
さ
れ
た
文
峰
塔
墓
地
と
同
様
義
地
崗
墓
群
に
屬
す
る
。

棗
樹
林
墓
地
發
掘
の
五
座
の
曾
侯
及
び
そ
の
夫
人
墓
は
、
斜
め
に
な
っ
た
墓
道
を

も
つ
「
甲
」
字
形
大
型
墓
で
あ
る
。M

168

出
土
の
銅
鼎
及
び
編
鐘
銘
文
に
は
器

主
が
曾
侯
寶
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、M

169
出
土
の
銅
缶
及
び

編
鐘
銘
文
に
は
器
主
名
の
嬭
加
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
兩
座
墓
は
並
穴
合
葬
墓

で
あ
る
。M

169

出
土
の
銅
缶
上
の
銘
文
に
は
、「
楚
王

隨
仲
嬭
加
」
の
記
述
が

見
ら
れ
、
楚
王
は
曾
国
を
「
隨
」
と
稱
し
て
お
り
、「
曾
隨
の
謎
」
問
題
は
基
本

的
に
同
一
国
名
と
し
て
解
決
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
、M

169

出
土
の
編
鐘
銘
文

中
の
「
余
文
王
之
孫
」
等
の
記
述
か
ら
は
、
曾
國
が
文
王
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
が

判
り
、
曾
侯
與
鐘
の
銘
文
「
稷
之
玄
孫
」
と
對
照
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

器
名　

嬭
加
編
鐘
（
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
他
「
湖
北
随
州
棗
樹
林
墓
地

二
〇
一
九
年
發
掘
収
穫
」『
江
漢
考
古
』二
〇
一
九
年
第
三
期
に
依
る
。
以
下
①「
發

掘
収
穫
」
と
略
称
す
る
）
嬭
加
の
嬭
は
、
春
秋
期
の
楚
國
の
族
姓
で
あ
る
芈
字
と

同
じ
。『
集
韻
』
母
婢
切
を
と
っ
て
字
音
は
「
ビ
」
と
す
る
。

時
代　

春
秋
中
期〔『
春
秋
左
氏
傳
』に
據
っ
て
推
し
量
れ
ば
、前
五
七
〇
年
頃
。〕

出
土　

二
〇
一
九
年
五
月
、隨
州
棗
樹
林
墓
地M

169

か
ら
出
土
し
た
（
圖
①
）、

四
組
十
九
器
の
銘
の
あ
る
編
鐘
。
棗
樹
林
墓
地
の
東
南
部
に
は
文
峰
搭
墓
地
が
あ

る
。M

168

、M
169

は
、
傾
斜
の
あ
る
帯
状
の
墓
道
を
持
つ
、
甲
字
型
大
墓
で
あ

る
（
圖
②
）。M

169

は
、M

168

の
南
に
十
一
m
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。
墓
地
は

東
西
向
。
墓
室
は
六
・
四
m
×
五
・
四
m
の
長
方
形
。
墓
道
を
合
わ
せ
た
総
長
は

十
四
・
三
m
。
出
土
器
物
の
銘
文
か
ら
、M

168

の
墓
主
は
曾
侯
寶
、M

169

は
夫

人
の
嬭
加
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
北
に
あ
るM

191

の
墓
主
は
曾
侯
求
、

M
190

は
夫
人
の
嬭
漁
と
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
北
か
ら
南
に
向
け
た
墓
地
の
配

列
は
、
夫
人
墓
を
北
に
、
曾
侯
墓
を
中
間
に
、
付
属
の
馬
抗
と
車
馬
抗
が
南
の
両

側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
大
墓
の
外
側
に
は
中
、
小
型
墓
が
放
射
線
状
に
分
布
す

る
。（
①
「
發
掘
収
穫
」）

金
文
通
解

嬭
加
編
鐘

笠　
　

川　
　

直　
　

樹



嬭
加
編
鐘

二
二

收
藏　

隨
州
市
博
物
館

著
録①

湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
他
「
湖
北
随
州
棗
樹
林
墓
地
二
〇
一
九
年
發
掘
収

穫
」『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
九
年
第
三
期
。

②
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
他
「
湖
北
随
州
市
棗
樹
林
春
秋
曾
国
貴
族
墓
地
」

『
考
古
』
二
〇
二
〇
年
第
七
期

◎
考
釋
の
あ
る
も
の

①
郭
長
江
他
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
的
初
歩
釋
讀
」『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
九
年
第

三
期

②
夏
立
秋
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
補
釋
」

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心

網
站
論
文
二
〇
一
九
年
八
月

http://w
w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/4453

〔
二
〇
二
二
年
二
月

二
十
八
日
閲
覧
。
以
下
閲
覧
日
は
同
じ
〕

③
陳
民
鎮
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
謄
義
」
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
與
保
護
中
心
論

文
二
〇
一
九
年
八
月

https://pan.baidu.com
/s/1M

xjPuN
9W
rCZ9reIbeOU

jM
Q

④
陳
民
鎮
「
嬭
加
編
鐘
銘
、
禹
之
堵
解
」
同
右
二
〇
一
九
年
八
月

https://pan.baidu.com
/s/1cIXN

m
gvQYZR6E_kt4M

sjfw
⑤
陳
民
鎮
「
說
見
於
嬭
加
編
鐘
等
銅
器
的
一
個
代
詞
」
同
右
二
〇
一
九
年
八
月

https://pan.baidu.com
/s/10yi3iqjJa37AoO9W

RR2K
Xg

⑥
黄
國
偉
、
胡
寧
「
嬭
加
編
鐘
〔
文
王
之
孫
、
穆
之
元
子
〕
補
正
」（
上
海
大

墓葬分布図、『考古』二〇二〇年第七期（圖①）

曾侯寶、夫人嬭加合葬墓M168
下M169 上『江漢考古』
二〇一九年第三期圖②



二
三

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

學
歷
史
系
上
海
寶
山
二
〇
〇
四
四
四
二
〇
一
九
年
八
月
十
二
日
）

⑦
小
新
「
新
見
嬭
加
編
鐘
銘
文
補
說
」

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中

心
網
站
論
文
二
〇
一
九
年
八
月

http://w
w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/4454

⑧
呉
冬
明
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
補
釋
並
試
論
金
文
所
見
曾
楚
交
往
的
政
治
辞
令
」

『
江
漢
考
古
』
二
〇
二
〇
年
三
期

⑨
王
寧
「
嬭
加
編
鐘
和
清
華
簡
《
筮
法
》
中
的
遊
字
」
棗
莊
廣
播
電
視
台

二
〇
二
〇
年
五
月
十
日

⑩
陳
斯
鵬
「
曾
楚
周
關
係
的
新
認
識
随
州
棗
樹
林
墓
地M

169

出
土
编
鐘
銘
文

的
初
步
研
究
」『
出
土
文
物
』
二
〇
二
〇
年
専
集

⑪
郭
長
江
等
「
曾
公
求
编
鐘
銘
文
初
步
釋
讀
」『
江
漢
考
古
』
二
〇
二
〇
年
一

期⑫
李
永
康
「
春
秋
曾
侯
夫
婦
墓
的
認
定
與
曾
公
求
『
至
于
桓
庄
』
考
」
武
漢
市

文
物
考
古
研
究
所
・

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
网
站
論
文

二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
十
三
日
。

http://w
w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/4735

⑬
張
叔
一
「
周
代
女
子
的
姓
氏
制
度
」『
史
学
集
刊
』
一
九
九
九
年
第
二
期

⑭
黄
庭
頎
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
寫
作
格
式
及
書
寫
特
徵
研
究
」
第
三
二
屆
中
國
文

字
學
國
際
學
術
研
討
會
議
程
及
論
文
下
載
二
〇
二
一
年
五
月
三
日

⑮
陳
建
新
「
讀
衛
侯
之
孫
書
鐘
銘
文
小

」
吉
林
大
學
考
古
學
院
古
籍
研
究
所
〕

（

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
站
論
文
鍊
接
、
二
〇
二
一
年
九

月
二
五
日
）http://w

w
w
.fdgw

z.org.cn/W
eb/Show

/5819

⑯
謝
明
文
「
薛
國
故
城
所
出
圓
鼎
銘
文
小
考
」
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字

研
究
中
心
二
〇
二
一
年
十
月
二
九
日

⑰
郭
理
遠
「
嬭
加
編
鐘
銘
文
補
釋
」『
中
国
文
字
』
総
第
二
期
二
〇
一
九
年

一
〇
月

著
録
略
稱

『
集
成
』：
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年

『
新
收
』：
鍾
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年

『
銘
圖
』：
呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年

『
銘
圖
續
』：
呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
續
編
』
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
六
年

器
物編

鐘
（
鈕
鍾
）
は
四
組
あ
る
が
、
う
ち
第
一
組
の
編
鐘
四
器
は
鐘
體
が
最
大
の

一
組
で
あ
っ
て
、
形
制
は
概
ね
同
じ
、
大
き
さ
は
わ
ず
か
に
異
な
る
。
鐘
體
の
破

損
が
二
箇
所
あ
る
が
、
銘
文
は
ほ
ぼ
完
備
し
て
お
り
、
字
數
も
最
も
多
く
、
写
真

と
摸
本
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
組
の
編
鐘
四
器
の
銘
文
を
中
心
と
し
て
釋
讀
を

行
う
。
總
字
數
は
二
三
三
文
字
（
重
文
四
文
字
）
で
あ
る
。
鐘
體
の
銘
文
の
閲
讀

の
順
序
は
各
器
と
も
①
鉦
部
↓
②
右
鼓
部
↓
③
正
鼓
部
↓
④
左
鼓
部
の
順
と
な

る
。



嬭
加
編
鐘

二
四

銘
文
隷
定

隹
（
唯
）
王
正
月
初
吉
乙
亥
、曰
「
白
（
伯
）
𠯑
（
括
）
受
命
、帥
禹
之

（
堵
）、

有
此
南
洍
。
余
文
王
之
孫
、穆
之
元
子
、之
邦
于
曾
。
余
非
敢
乍
（

）

（
恥
）、

楚
既
爲
𢓀
、
𫊣
（
吾
）
徠
（
逑
）
匹
之
。

（
毖
）
𫻶
（
壯
）
我
𭟂
（
猷
）、
大

命
母
（
毋
）

（
改
）」

余

（
勉
）〔
小
〕
子
加
𪦳
（
嬭
）
曰
「
烏
（
鳴
）
（
呼
）
（

）
公

（
早
）

陟
、余
𠣴
（
復
）
其
彊
（
疆
）

（
鄙
、圖
）、行

曾
邦
、台
（
以
）

（
我
）

夏
。
余
典
册

（
厥
）
徳
、

民
之
羝
（
氐
）
巨
。
攸
＝
（
攸
攸
）

＝
（

－

洋
洋
）、
余
爲
夫
。
余

（
滅－

黽
）
𩓔
（
勉
）
下
（
舒
）
屖
（
遲
）、
（
恭
）

（
畏
）
儔
公
、
及
我
大
夫
。

＝
（

）
豫
政
、
乍
（
作
）

（
台
）
邦
𧱌

（
家
）」

余
𢍰
（
擇
）

（
我
）
吉
金
、玄
鏐
黄
鎛
（
鑪
）、用
自
作
宗
彝
龢
鐘
、台
（
以
）

樂
好
賓
、嘉
客
、父

（
兄
）
及
我
大
夫
。
用
孝
用
享
、受
福
無
彊
（
疆
）、
（
侃
）

其
平
龢
、休
𪫥
（
淑
）
孔

（
煌
）。
大
夫
庶
士
、𡣙
＝
（
𡣙
𡣙－

齋
齋
）
趩
々
（
趩

趩
、
翼
翼
）、
𨣊
（

）
獻

（
歌
）

（
舞
）、

（
宴
）
喜
（

）
㱃
（
飲
）

飤
（
食
）。
易
（
賜
）
我

𠂂
（
終
）
黄

、用
受

（
介
）
福
。
其
萬
年
母
（
毋
）

（
改
）、
至
于
孫
子
、
石
（
庶
）
保
用
之
。

9A
鉦
：
隹
（
唯
）
王
正
月
初
吉
乙
亥
、
曰
白

9A
右
鼓
：
括
受
命
、
帥
禹
之
堵
、
有
此
南
洍
、
余
文
王
之
孫

表一　第一組編钟尺寸（単位：厘米）



二
五

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

9A
正
鼓
：
穆
之
元
子
、
之
邦

9A
左
鼓
：
于
曾
。
余
非
敢
乍
（

）

（
恥
）、
楚
既
爲
𢓀
（
代
）、
𫊣
（
吾
）

徠
（
逑
）
匹
之
。

9B
鉦
：
𫻶
（
壯
）
我
𭟂
、
大
命
母
（
毋
）

（
改
）。
余

9B
右
鼓
：

小
子
加
𪦳
（
嬭
）
曰
烏
（
鳴
）

（
呼
）

（

）
公



嬭
加
編
鐘

二
六

9B
正
鼓
：

（
早
）
陟
、
余
𠣴
（
復
）
其

9B
左
鼓
：
彊
（
疆
）

（
鄙
・
圖
）、
行

曾
邦
、
台
（
以
）

（
我
）
夏

12A

鉦
：
余
典
册

（
厥
）
徳
、

民
之

12A

右
鼓
：
羝
（
氐
）
巨
。
攸
＝
（
攸
攸
）

＝
（

－

洋
洋
）、
余
爲
夫
。
余



二
七

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

12A

正
鼓
：

（
滅－

黽
）
𩓔
（
勉
）
下
（
舒
）
屖
（
遲
）

12A

左
鼓
：

（
恭
）

（
畏
）
儔
公
、
及
我
大
夫
。

＝
（

）
豫

12B

鉦
：
政
、
乍
（
作
）

（
我
）
邦

12B

右
鼓
𧱌
（
家
）
余
𢍰
（
擇
）
뫨
（
我
）
吉
金
玄
鏐
黄



嬭
加
編
鐘

二
八

12B

正
鼓
：
鎛
（
鑪
）、
用
自
作
宗

12B

左
鼓
：
彝
龢
鐘
、
台
（
以
）
樂
好
賓
、
嘉
客

7A
鉦
父

（
兄
）
及
我

7A
右
鼓
：
大
夫
。
用
孝
用
享
、
受
福
無



二
九

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

7A
正
鼓
：
彊
（
疆
）、

（
侃
）
其
平

7A
左
鼓
：
龢
、
休
𪫥
（
淑
）
孔

（
煌
）。
大
夫

7B
鉦
：
庶
士

7B
右
鼓
：
𡣙
＝
（
𡣙
𡣙－

齋
齋
）
趩
﹇
＝
﹈（
趩
趩－

翼
翼
）、
𨣊
（

）
獻



嬭
加
編
鐘

三
〇

7B
正
鼓
：

（
歌
）

（
舞
）、

7B
左
鼓
：
喜
（

）
㱃
（
飲
）
飤
（
食
）。
易
（
賜
）

10A

鉦
：
我

10A

右
鼓
：
𠂂
（
終
）
黄

、
用
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10A

正
鼓
：
受

（
介
）
福

10A

左
鼓
：
其
萬
年

10B

鉦
：
母
（
毋
）

10B

鉦
：
右
鼓
至
于
孫
子

10B

左
鼓
：
石
（
庶
）
保
用
之
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三
二

釋
文

隹
王
正
月
初
吉
乙
亥
、
曰
。
白
𠯑
（
括
）
受
命

考
え
る
に
、
曾
侯

鐘
に
は
「
隹
、
王
正
月
、
吉
日
甲
午
。
曾
侯

曰
、
白
𨓈

上
啻
（
嫡
）」（
金
文
通
解
「
曾
侯

鐘
」『
漢
字
学
研
究
』
五
号
拙
稿
参
照
）
と

あ
る
。
伯
𨓈
は
『
史
記
』
周
本
紀
に
み
え
る
南
宮
括
（「
南
宮
括
に
命
じ
て
鹿
臺

の
財
を
散
ぜ
し
む
」）
を
指
す
。
そ
の
他
の
伝
承
文
献
に
よ
れ
ば
、『
藝
文
類
聚
』

卷
十
一
に
引
く
『
帝
王
世
紀
』
に
は
、「
南
宮
伯
達
」
に
作
る
。
ま
た
清
華
簡
《
良

臣
》
に
は
「
文
王
又
（
有
）

（

）
夭
、
又
（
有
）

（
泰
）

（
顛
）、
又

柬
（
散
）
宜
生
、
又
南
宮
适
、
又
南
宮
夭
、
又

（
芮
）
白
（
伯
）、
又
白
适
、

又
帀
（
師
）
上
（
尚
）
父
、
又
（
有
）

（

）
弔
（
叔
）」
と
あ
っ
て
、
南
宮

适
と
白
适
は
別
人
と
な
っ
て
い
る
。

曾
公

編
鐘
（
郭
長
江
⑪
等
「
曾
公

編
鐘
銘
文
初
步
釋
讀
」『
江
漢
考
古
』

二
〇
二
〇
年
一
期
）
に
は
「
曾
公

は
曰
う
。
昔

不
顯
な
る
高
且
に
在
っ
て
は
、

克
く
周
の
文
武
を

匹
す
。
淑
々
た
る
白
旨
（
括
）
小
心
有
徳
。
一
（
上
）
□
に

召
事
し
、い

つ

（
懷
）
多
福
。
有
周
を
左
右
す
。
…
中
略
…
以
て
其
の
皇
且
（
祖
）

南
公
を
享
し
、
𧻚
莊
に
至
る
ま
で
、
以
て
永
命
を
祈
む
、
眉
壽
無
疆
、
永
く
保
ち

用
っ
て
享
せ
よ
」（「
曾
公

曰
昔
在

不
顯
高
且
、
克

匹
周
之
文
武
。
淑
々
白

旨
（
括
）
小
心
有
徳
。
召
事
一
（
上
）
□
、

（
懷
）
多
福
。
左
右
有
周
。
…

中
略
…
以
享
于
其
皇
且
（
祖
）
南
公
、
至
于
𧻚
莊
、
以
祈
永
命
、
眉
壽
無
疆
、
永

保
用
享
」）
と
あ
っ
て
、
曾
侯

鐘
に
い
う
「
白
𨓈
上
啻
（
嫡
）」
の
、
白
𨓈
は
高

且
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
姫
姓
の
諸
侯
と
し
て
始
め
て
曾
に
封
建
さ
れ
實
際

の
統
治
に
當
た
っ
た
曾
侯
犺
の
父
は
、
皇
且
（
祖
）
南
公
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

隨
州
葉
家
山
墓
地
出
土
靑
銅
器
銘
文
に
見
え
る
名
號
か
ら
、
師
、
曾
侯
諫
、
曾

侯
（
名
不
明
）
ま
で
は
、
殷
代
以
來
の
舊
曾
侯
家
で
あ
り
、
伯
𨓈
の
時
本
領
を
安

堵
さ
れ
初
封
さ
れ
た
の
は
曾
侯
諫
。伯
𨓈
を
繼
い
だ
二
代
目
南
公
の
息
子
の
犺
が
、

姫
姓
の
諸
侯
と
し
て
始
め
て
曾
侯
に
封
建
さ
れ
實
際
の
統
治
に
當
た
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

帥
禹
之
堵
、
有
此
南
洍

郭
長
江
①
は
、

「
帥
は
率
、
統
率
す
る
意
味
」
と
す
る
。「
禹
の
堵
」
は
、
叔
夷

（『
集
成
』

二
八
五
春
秋
晩
期
）
に
見
え
、『
尚
書
』
禹
貢
に
は
「
茫
茫
た
る
禹
迹
」
と

あ
る
。
ま
た
、秦
公
簋
で
は
「
禹
迹
」
は
九
州
の
意
味
を
持
つ
。「
有
此
南
洍
」

に
つ
い
て
は
、『
詩
経
』
召
南
・
江
有
汜
に
「
江
有
汜
」
と
あ
り
、『
説
文
解
字
』

に
引
く
『
詩
経
』
は
「
江
有
洍
」
に
作
る
。
洍
は
汜
と
同
じ
。

と
指
摘
す
る
。

陳
民
鎮
④
は
、

『
詩
經
』
魯
頌
・
宮
の
「
下
土
を
奄
有
し
、禹
の
緒
を
纘
ぐ
」（「
奄
有
下
土
、

纘
禹
之
緒
」）
を
挙
げ
、
緒
を
「
功
業
の
始
め
」
と
し
、
ま
た
帥
を
帥
型
即

ち
「
循
う
」
意
味
と
し
て
、「
帥
禹
之
堵
」
を
「
禹
の
功
業
を
継
承
す
る
」。

と
解
す
る
。

考
え
る
に
、「
禹
の
功
業
」
は
二
義
的
に
は
適
合
す
る
が
、
こ
こ
で
は
従
来
通

り
第
一
義
的
な「
禹
の
治
め
た
地
域
」と
解
し
た
い
。「
有
此
南
洍
」は
安
大
簡『
詩
』
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（『
安
徽
大
学
蔵
戦
國
竹
簡
（
一
）』（
安
徽
大
學
漢
字
發
展
與
應
用
研
究
中
心
編
。

黄
徳
寛
、
徐
在
國
主
編
））
も
ま
た
同
じ
。『
説
文
解
字
注
』
に
「
此
れ
葢
し
三
家

詩
。
下
文
に
引
く
江
有
汜
は
、
則
ち
毛
詩
也
」
と
あ
る
。
毛
傳
に
は
「
水
の
決
し

て
復
た
入
る
を
汜
と
爲
す
」
と
あ
る
。

「
有
此
南
洍
」
は
、
曾
侯
與
鐘
に
い
う
「

（
臨
）
有
江

（
夏
）」
と
よ
く
似

た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（「
王
南
公
に
譴
（
遣
）
命
し
、
㘨
（

）
土
に

（
縈
）
宅
し
、淮
尸
（
夷
）
を
君

（
庇
）
す
」）。「
㘨
（

）
土
に

（
縈
）
宅
」

し
て
、「
江

（
夏
）
に

（
臨
）
む
こ
と
有
ら
し
む
」
が
、「
有
此
南
洍
」
と
同

様
に
、
江
水
に
ま
で
い
た
る
廣
い
南
土
を
言
う
こ
と
が
判
る
。

余
文
王
之
孫
、
穆
之
元
子

郭
長
江
①
は

「
孫
」
は
第
一
、三
組
編
鐘
で
は
下
に
重
文
符
號
が
あ
る
。
第
二
、四
組
に
は

な
い
。
書
式
に
照
ら
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
子
孫
、
孫
子
、
孫
孫
の
三
種
の

讀
み
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
孫
子
と
讀
む
の
が
妥
當
で
あ
る
。

と
す
る
。

陳
民
鎮
③
は
、

「
孫
子
」
と
讀
む
。
此
の
句
は
「
曾
國
は
周
の
文
王
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
を

謂
う
」
と
し
、『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
に
「
文
王
孫
子
、
本
支
百
世
」
と
あ
る
。

と
い
う
。

夏
立
秋
②
は
、

「
孫
」は
下
の
重
文
符
號
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、皆
な
泛
く
後
裔
を
指
す
。

「
子
孫
」「
孫
子
」
は
金
文
中
に
常
見
す
る
が
、
春
秋
期
の
自
述
形
式
の
青
銅

器
銘
文
中
に
は
、
郳
公

父
鎛
（『
銘
圖
』
一
五
八
一
五
）
の
よ
う
に
、
先

祖
名
の
後
に
「
子
孫
」
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
（「
余
有
融
之
子
孫
」）。
こ

の
鐘
銘
中
の
重
文
符
號
を
帶
び
る
「
孫
」
も
、
當
時
の
用
法
か
ら
み
て
「
子

孫
」
と
す
る
の
が
適
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、本
器
の
末
尾
に
は
、「
至
于
孫
子
、石
（
庶
）
保
用
之
」
と
あ
っ
て
、

「
孫
子
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

「
穆
の
元
子
」
を
、「
曾
穆
侯
の
長
子
」
と
す
る
な
ら
ば
、曾
大
工
尹
季
怡
戈
（『
集

成
』
一
一
三
六
五
）
の
「
穆
侯
の
子
、
西
宮
の
孫
」
と
関
連
し
て
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
曾
穆
侯
が
果
た
し
て
曾
侯
寶
の
一
代
前
の
曾
侯
求
に
當
る
か
ど
う
か
は

詳
で
は
な
い
。

之
邦
于
曾

郭
長
江
①
は
、

「
之
」
を
「
出
」
字
の
誤
り
と
す
る
。
之
の
字
は
、第
一
、三
、四
組
で
は
「
之
」

に
作
り
、
第
二
組
は
「
出
」
に
作
る
と
い
う
。

「
邦
于
曾
」
と
は
、
曾
の
地
に
在
っ
て
邦
を
建
て
る
こ
と
。
曾
は
國
名
あ
る

い
は
地
名
で
あ
る
。
金
文
中
に
常
見
す
る
「
侯
于
某
地
」
の
記
載
は
、
克

（『
近
出
』
九
四
二
、
西
周
早
期
）「
克
に
命
じ
て

に
侯
た
ら
し
む
」
宜
侯

簋
（『
集
成
』
〇
四
三
二
〇
西
周
早
期
）「
宜
に
侯
た
れ
」
と
同
じ
く
、「
之
」

と
は
往
く
こ
と
で
あ
り
、
曾
地
に
往
き
邦
を
建
て
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
更
め



嬭
加
編
鐘

三
四

て
「
出
」
の
字
と
す
べ
き
で
あ
る
。
之
、
出
の
二
字
は
形
が
近
く
、
容
易
に

寫
し
錯
え
る
。「
出
邦
于
曾
」
と
は
、
周
人
の
中
心
區
域
か
ら
離
脱
し
、
遠

く
千
里
の
外
の
南
洍
の
地
の
曾
國
に
處
っ
て
建
邦
す
る
こ
と
。
同
樣
の
記
載

が
麥
尊
に
（『
集
成
』
六
〇
一
五
、
西
周
早
期
）「
王
辟
井
（
邢
）
侯
に
令
じ

坏
を
出
で
、
井
（
邢
）
に
侯
た
れ
」（「
王
令
辟
井
（
邢
）
侯
出
坏
、
侯
于
井

（
邢
）」）
見
え
る
。

と
い
う
。

夏
立
秋
②
は
、

三
組
は
均
し
く
「
之
」
に
作
り
、
誤
字
の
可
能
性
は
少
な
い
。
郭
長
江
①
は

す
で
に
「
之
邦
于
曾
」
に
對
し
て
「
出
で
て
曾
に
邦
つ
く
る
」
の
解
釋
を
つ

け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
強
い
て
誤
字
と
す
る
必
要
は
な
く
、「
之
」

「
出
」
は
義
の
近
い
異
文
と
看
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
。

余
非
敢
乍

郭
長
江
①
は
、
乍

の
乍
を

と
し
て
、『
論
語
』
憲
問
「
其
言
之
不

、
則

爲
之
也
難
」
を
擧
げ
、「

は
鬼
に
従
い
、
耳
に
従
う
。
恥
と
讀
む
」
と
す
る
。

意
味
は
羞
慚
と
す
る
。

夏
立
秋
②
は
、

「
作
佴
」
と
讀
む
べ
き
べ
き
で
あ
る
。「

」
は
鬼
に
從
い
、
耳
声
（

）。

讀
み
は
同
じ
く
耳
声
の
「
佴
」
と
合
う
。
大
徐
本
『
説
文
解
字
』
の
「
佴
は

佽
也
」
を
、小
徐
本
は
「
次
也
」
に
作
り
、『
爾
雅
』
釋
言
に
は
「
佴
、貳
也
」

と
あ
っ
て
、「
余
非
敢
作
佴
」
は
「
余
非
敢
作
貳
」
で
あ
り
、「
貳
」
は
「
二

心
を
懷
く
こ
と
」
で
あ
る
。

と
言
い
、『
春
秋
左
氏
傳
』
文
公
十
七
年
の
「
陳
、蔡
の
楚
に
密
邇
す
る
を
も
っ
て
、

而
し
て
敢
て
貳
せ
ざ
る
は
敝
（
我
）
邑
の
故
な
り
」。（「
以
陳
蔡
之
密
邇
於
楚
、

而
不
敢
貳
焉
、
則
敝
邑
之
故
也
」）
の
例
を
擧
げ
る
。

郭
理
遠
③
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
二
年
の
「
以
集
大
事
、
無
作
三
祖
羞
」、

襄
公
十
八
年
の
「
其
官
臣
偃
實
先
後
之
、
苟
捷
有
功
、
無
作
神
羞
、
官
臣
偃
無
敢

復
濟
、
唯
爾
有
神
裁
之
、
沈
玉
而
濟
」、
並
び
に
戦
国
楚
竹
簡
皇
門
十
三
簡
の
「
毋

作
祖
考
羞
才
（
哉
）」
を
擧
げ
、「
詒
羞
（
羞
を
遺
す
）」
の
意
と
す
る
。

考
え
る
に
、『
説
文
解
字
』
卷
十
二
・
女
部
に
、

字
が
あ
り
、「
慙
也
。
从
女

鬼
聲
。
愧
、

或
从
恥
省
」
と
あ
る
。

は
愧
の
異
体
字
で
あ
っ
て
、
鬼
聲
で
あ

る
。
郭
長
江
①
が
「

耻
（
恥
）」
と
讀
む
の
は
、「

、
慙
也
」
に
依
る
。
こ
れ

が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

楚
既
爲
𢓀
、
𫊣
（
吾
）
徠
（
逑－

仇
）
匹
之

郭
長
江
①
は
、「
𢓀
」
字
を
「

」
と
讀
み
、「
差
錯
を
爲
す
」
と
訓
む
。「
徠
」

字
は
未
釋
、「
匹
」
は
匹
敵
と
訓
む
。

陳
民
鎮
③
は
、

嬭
加
は
楚
王
の
娘
で
あ
り
、
曾
國
は
楚
國
の
附
庸
と
爲
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
し
て
、
楚
と

を
爲
し
、
徠
匹
の
訓
み
を
「
敵
對
す
る
」
と
す
る
の
は
、

當
時
の
曾
楚
關
係
と
は
ま
っ
た
く
合
わ
な
い
。「
徠
匹
」
は
「
仇
匹
す
る
」

と
讀
む
の
が
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
賈
連
翔
の
說
で
は
「
𢓀
」
を
改
め
て
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「
代
」
と
讀
み
、「
代
」
に
繼
承
の
字
義
が
あ
り
、「
楚
旣
爲
代
」
と
は
、
曾

國
が
代
々
楚
國
の
附
庸
と
成
っ
て
い
る
事
を
指
す
。

と
い
う
。

夏
立
秋
②
は
、

𢓀
は
「
式
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
。『
詩
経
』・
大
雅
・
下
武
「
成
王
之
孚
、

下
土
之
式
。」
の
毛
傳
に
「
式
、
法
也
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
「
楚
國
は
す

で
に
模
範
を
作
成
」
し
た
こ
と
を
い
う
。

と
す
る
。

陳
斯
鵬
⑩
は
、

楚
國
は
、
事
實
上
の
霸
主
と
な
っ
て
お
り
、
周
王
の
権
力
を
南
方
で
代
行
す

る
。
曾
國
が
こ
れ
を
輔
佐
す
る
の
は
、
合
法
な
政
治
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

り
、
周
に
叛
し
貳
し
て
こ
れ
に
附
く
の
で
は
な
い
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、
こ
の
一
文
は
曾
侯
與
鐘
の
「
䱷
用
𤍛

楚
」
と
同
じ
意
味
合
い
の

も
の
。

『
史
記
』
楚
世
家
に
よ
れ
ば
、楚
武
王
が
隨
（
曾
）
を
攻
め
、後
に
盟
を
結
ん
で
、

隨
が
周
王
室
へ
楚
の
尊
號
の
と
り
な
し
を
し
た
前
七
〇
四
年
以
来
、
二
世
紀
に
わ

た
っ
て
隨
は
楚
と
盟
約
を
結
ん
で
恭
順
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
い
え
る
。『
春

秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
傳
に
よ
る
と
、
呉
の
「
漢
陽
の
田
は
、
君
實
に
之
を
有
す
」

と
い
う
申
し
出
に
對
し
て
、
隨
人
が
「
隨
は
辟
小
で
あ
る
の
で
、
楚
と
密
邇
し
て

き
た
、
楚
は
實
に
存
し
、
世
々
盟
誓
が
有
っ
て
、
今
に
至
る
ま
で
改
め
て
は
い
な

い
」
と
答
え
て
楚
と
の
「
盟
誓
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

曾
侯
鐘
（『
銘
圖
續
』
一
〇
二
五
）
に
「（

左
）
右
楚
王
。
弗
（
討
）
是
無
（
許
）」

と
あ
る
も
の
。

「
𢓀
」
は
『
玉
篇
』（
彳
部
第
一
百
十
九
）
に
は
「
與
力
切
。
行
」
と
あ
る
。
た

だ
「
爲
行
」
は
や
や
意
味
が
廣
す
ぎ
る
。

「
䱷
」
字
は
吾
と
通
じ
、
一
人
稱
と
し
て
讀
む
の
が
通
説
で
あ
る
。
中
山
王

壷
（『
集
成
』
九
七
三
五
戦
國
晩
期
）
に
「
吾
君
」
を
「
𫊣
君
」
に
作
る
。
ま
た

欒
書
缶
（『
集
成
』
一
〇
〇
〇
八
春
秋
）
に
「
𫊣
以
て
眉
壽
を
旂
る
」
と
あ
る
。〔
前

掲
拙
稿
〕

「

匹
」
は
、單
白
旲
生
鐘
（『
集
成
』
八
二
西
周
早
期
／
銘
文
選
二
三
五
）
に
、

「
單
白
旲
生
曰
う
。
不
顯
な
る
皇
且
剌
考
、
之
（
先
）
王
を
徠
匹
し
、
大
令
を
爵

堇
す
、
余
小
子

つ
い
で

舟
（
朕
）
皇
且
考
の
懿
徳
を
帥
井
（
型
）
し
、
用
て
保
奠
す
」。

ま
た
曾
公

編
鐘
に
「
曾
公

曰
う
昔

不
顯
高
且
に
在
っ
て
は
、
克
く
周
之
文

武
を

匹
す
」
と
あ
っ
て
、
輔
弼
す
る
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

）
𫻶
（
臧
）
我
𭟂
（
猷
）

郭
長
江
①
は
、「

」
を
「
密
」
字
と
し
、
安
定
と
訓
む
、「
𫻶
」
を
「
臧
」
と

釋
し
て
、
成
功
と
訓
む
。

陳
民
鎮
③
は
、

當
該
の
句
は
、
晉
姜
鼎
（『
集
成
』
二
八
二
六
春
秋
早
期
）
の
「
宣
𠨘
我
猷
」

と
對
比
で
き
る
。「

」「
𠨘
」
は
み
な
「
密
」
と
讀
み
、
安
と
訓
む
べ
き
で

あ
る
。（
筆
者
注
『
説
文
解
字
注
』「
按
衞
風
。
有
斐
君
子
。
釋
文
云
。
韓
詩

作
𠨘
、
美
皃
」）

「
𫻶
」
は
「
臧
」
で
あ
っ
て
、『
説
文
解
字
』
卷
三
・
臣
部
に
「
善
也
。
从
臣
戕
聲
」
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と
あ
る
。

と
い
う
。

晋
姜
鼎
（『
集
成
』
二
八
二
六
春
秋
早
期
）

「
隹
王
九
月
乙
亥
、
晉
姜
は
曰
う
。
余
は
隹
れ
朕
先
姑
を
司
（
嗣
）
ぎ
て
晉
邦

に
君
た
り
、
余
叚
て
妄
寧
せ
ず
、
明
徳
を
巠

（
雍
）
し
、
我
猷
を
宣
べ
𠨘
し
み
、

用
て

辟
を
𥃝
（
紹
）
匹
（
弼
）
し
。
每
し
み
て

の
光
剌
に
揚
え
、
虔
し
み
彖

（
弛
）
さ
ず
、
京

を
魯
覃
し
、
我
萬
民
を

む
」（「
隹
王
九
月
乙
亥
、
晉
姜
曰
。

余
隹
（
唯
）
司
（
嗣
）
朕
先
姑
君
晉
邦
、余
不
叚
妄
（
荒
）
寧
、巠
（
經
）

（
雍
）

明
徳
、
宣
𠨘
我
猷
、
用
𥃝
（
紹
）
匹
（
弼
）

（
台
）
辟
。
每
揚

（
厥
）
光
剌

（
烈
）、
虔
不
彖
（
弛
）、
魯
覃
京

（
師
）、

（
乂
）
我
萬
民
」）。

夏
立
秋
②
は
、

晉
姜
鼎
銘
文
中
の
「
𠨘
」
字
は
「
毖
」
と
讀
み
、
字
義
は
「
愼
む
」
と
す
べ

き
で
あ
る
。「
宣
」
は
徧
ね
く
大
義
の
有
る
こ
と
で
あ
り
、「
我
謀
劃
は
全
て

の
面
で
愼
密
」と
い
う
意
味
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
銘
の「

」も
ま
た「
毖
」

と
す
べ
き
で
あ
る
。「
𫻶
」
字
は
東
周
の
文
字
に
は
習
見
し
、
多
く
は
壯
の

字
に
用
い
ら
れ
る
、
周
王
孫
季
𫹸
戈
（『
銘
圖
』
一
七
一
五
四
）
の
「
孔

𫻶
元
武
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、『
説
文
解
字
』
に
は
「

」（
卷
七
・
宀
部
）「
安
な
り
。
宀
に
从

う
必
聲
」
と
あ
る
。

『
說
文
解
字
注
』
に
、『
こ
の
字
は
經
典
で
は
密
に
作
る
。
密
が
行
は
れ
て

が

廢
れ
た
。
大
雅
「
止
旅
（
居
住
す
る
人
）
乃
ち
密
」
の
傳
に
曰
う
「
密
は
安
な
り
」

と
。
正
義
に
曰
う
「
釋
詁
に
曰
う
。
密
、
康
は
靜
な
り
。
康
は
安
な
り
。
轉
じ
て

以
て
相
い
訓
む
。
是
れ
密
を
安
と
な
す
を
得
る
』
と
あ
る
。

𫻶
字
は
周
王
孫
季
𫹸
戈
（『
銘
圖
』
一
七
一
五
四
）〔
義
地
崗
出
土
〕
に
「
孔
（
は

な
）
は
だ
𫻶よ

く
元お
お

い
に
武
」
と
あ
り
、

季
子
白
盤
（『
集
成
』
一
〇
一
七
三
、

西
周
晩
期
）
に
は
「
戎
工
に
臧
武
」
と
あ
る
。『
説
文
解
字
』
卷
三
・
臣
部
に
「
善

也
。
从
臣
戕
聲
」
と
あ
っ
て
よ
く
す
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
、

（

）
𫻶
は
「
安
ん
じ
て
良
く
す
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

謀
猷
の
猷
字
を
「
𭟂
」
に
作
る
も
の
に
は
、王
孫
誥
鐘
（
淅
川
下
寺
春
秋
楚
墓
。

『
銘
圖
』
一
五
六
〇
六
）「
武
于
戎
攻
（
功
）、
誨
（
謀
）
𭟂
（
猷
）
不
飤
（

）」

が
あ
る
。

大
命
母
（
毋
）

（
改
）

考
え
る
に
、
師
克

（『
集
成
』
四
四
六
七
西
周
晚
期
）
は
、
文
武
の
受
命
と

創
業
に
際
し
て
の
臣
下
の
献
身
、
臣
下
へ
の
遣
命
、
そ
の
臣
下
の
後
裔
へ
の
命
の

継
承
を
、
銘
文
に
記
し
て
い
る
。

「
王
若
く
の
ご
と
く
曰
う
。
師
克
よ
、不（
丕
）顯
な
る
文
武
、大
令
を
雁（
膺
）

受
し
て
、
四
方
を
匍
有
し
た
ま
え
り
。
則
ち
こ
に
隹
れ
乃
の
先
且
考
周
邦
に

（
庸
）
あ
り
、
王
身
を
害
り
、
爪
牙
と
乍
（
作
）
る
」。
王
曰
う
「
克
よ
、

余
隹
（
唯
）
乃
先
且
（
祖
）
考
の
克
く
臣
と
し
て
先
王
に
𬗪
す
る
を
巠
ぎ
、

昔
余
既
に
女
（
汝
）
に
令
す
。
今
余
隹
れ
乃
の
令
を
𤕌
（
申
）

（
就
）
し
、

女
（
汝
）
を
し
て
乃
の
且
（
祖
）
考
を
更つ

が
し
め
、左
右
虎
臣
を
𫡋
𤔲
（
司
）

せ
し
む
」。
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漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

〔
王
若
曰
「
師
克
、
不
（
丕
）
顯
文
武
、
雁
（
膺
）
受
大
令
、
匍
有
四
方
、

則
隹
（
唯
）
乃
先
且
（
祖
）
考
又
（
有
）

（
庸
）
于
周
邦
、
干
害
王
身
、

乍
（
作
）
爪
牙
」。
王
曰
「
克
、
余
隹
（
唯
）
巠
乃
先
且
（
祖
）
考
克
𬗪
臣

先
王
、昔
余
既
令
女
（
汝
）、今
余
隹
𤕌
（
申
）

（
就
）
乃
令
、令
女
（
汝
）

更
（
賡
）
乃
且
（
祖
）
考
、
𫡋
𤔲
（
司
）
左
右
虎
臣
」〕。

こ
の
銘
文
に
照
ら
せ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
大
命
」
と
は
、
周
の
文
・
武
王
が
創

業
時
に
、
臣
下
の
助
け
も
あ
っ
て
、
國
を
興
し
、
そ
れ
に
對
し
て
天
よ
り
授
け
ら

れ
た
も
の
。
曾
侯
家
に
も
ま
た
同
様
に
代
々
受
け
継
い
で
き
た
「
天
命
」
が
あ
る
。

曾
侯
與
鐘
で
は
、「
周
王
か
ら
南
公
に
遣
命
さ
れ
、
曾
侯
へ
と
下
さ
れ
た
も
の
」

を
天
命
と
す
る
。〔「
王
南
公
に
譴
（
遣
）
命
し
、
㘨
（

）
土
に

（
縈
）
宅
し
、

淮
尸
（
夷
）
を
君

（
庇
）
し
、江

（
夏
）
に

（
臨
）
む
こ
と
有
ら
し
む
」〕）。

ま
た
、
曾
侯
與
鐘
銘
文
中
に
は
「
楚
命
」
の
語
も
見
え
る
。「
楚
命
」
の
具
体

的
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、

戈
（『
新
収
』
四
六
九
、『
淅
川
下
寺
』
一
八
九

頁
）
に
「
新
た
に
楚
王
に
命
せ
ら
れ
、
天
命
を
䧹
受
す
。

用
て
不
廷
を
燮
（
お

さ
）
む
」
と
あ
っ
て
、
楚
王
も
ま
た
王
位
を
継
ぐ
と
き
に
は
、
新
た
に
命
せ
ら
れ
、

天
命
を
䧹
受
し
て
、
不
廷
を
燮
め
る
と
い
う
。（
前
掲
拙
稿
）

余

□
子
加
𪦳
（
嬭
）
曰

郭
長
江
①
は
、

「
余

小
子
加
嬭
曰
」
の
「

（
け
き
）」
は
、
威
嚴
の
貌
。「
小
子
」
は
加

嬭
の
自
稱
。
女
性
が
小
子
と
稱
す
る
の
は
珍
し
い
が
、
其
の
後
の
一
段
は
均

し
く
加
嬭
の
自
述
の
辭
で
あ
る

と
す
る
。

夏
立
秋
②
は
、

釋
文
中
の
「
小
」
字
は
圖
版
で
は
、
そ
の
筆
畫
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
そ
の
他
い
く
つ
か
の
編
鐘
銘
文
に
「
小
」
字
が
あ
る
も
の
の
、
女
性
が

「
小
子
」
と
称
す
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
孤
例
で
は
な
く
、
晉

公
𥂴
（『
銘
圖
』
六
二
七
四
）
の
銘
文
中
で
、晉
公
は
女
兒
に
對
し
て
「
小
子
」

と
稱
し
て
い
る
。

「

」
の
字
は
、

に
作
る
。
其
の
下
部
は
「
子
」、
上
部
の
左
邊
は
「
水
」

旁
の
殘
に
似
る
、
右
旁
は
「
免
」
で
あ
る
。
分
析
す
れ
ば
「
从
水
、
㝃
聲
」、

あ
る
い
は
「
从
子
、

聲
」
と
な
り
、
勉
と
讀
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

此
句
の
後
の
一
段
は
、
曾
侯
が
加
嬭
を
勵
ま
す
語
。
こ
の
段
の
話
の
內
容
か

ら
看
れ
ば
、
是
れ
は
曾
侯
夫
人
の
語
氣
と
は
お
も
え
な
い
。
こ
の
段
の
下
文

に
あ
る
「
我
爲
夫
」
の
語
か
ら
、
こ
の
一
段
の
主
語
は
加
嬭
の
夫
曾
侯
で
あ

る
。
銘
文
の
全
篇
三
段
落
の
主
語
は
一
致
し
て
み
な
曾
侯
で
あ
る
。
郭
長
江

①
は
、「
余
爲
夫
」
は
﹇
爲
婦
﹈
の
兩
字
を
誤
奪
し
て
い
る
と
し
て
、
第
三
、

四
組
の
銘
文
に
據
っ
て
補
っ
て
い
る
が
、
第
一
、二
組
の
編
鐘
銘
文
は
同
じ

で
、
均
し
く
「
爲
婦
」
の
二
字
は
な
く
、
必
ず
し
も
奪
字
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
。「
我
れ
夫
と
爲
り
」
は
就
ち
曾
侯
寶
の
自
稱
、他
の
組
の
銘
文
の
「
我

爲
婦
爲
夫
」
の
意
味
は
、「
婦
と
夫
と
爲
り
」
と
な
る
。
兩
種
の
記
述
は
と

も
に
通
じ
る
が
。
銘
文
中
の
加
嬭
を
勉
勵
す
る
話
か
ら
、
編
鐘
が
新
婚
時
代

の
製
作
で
あ
る
こ
と
が
透
け
て
見
え
る
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、
銘
文
冒
頭
の
「
曰
。
白
𠯑
（
括
）
受
命
」
の
、
主
語
が
省
略
さ
れ
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て
い
る
た
め
に
、「
余
」
に
誰
を
當
て
る
の
か
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
郭
長
江

①
は
加
嬭
を
、
夏
立
秋
②
は
曾
侯
を
當
て
て
い
る
。
後
文
の
解
釋
は
異
な
る
も
の

の
、
筆
者
は
「
銘
文
の
全
篇
三
段
落
の
主
語
は
一
致
し
て
み
な
曾
侯
で
あ
る
。」

と
い
う
夏
立
秋
の
説
に
從
う
。

呉
冬
明
⑧
は
、
第
三
、四
組
の
銘
文
の
「
余
爲
婦
爲
夫
」
は
、
更
め
て
主
語
が

二
人
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
実
上
、
金
文
中
に
あ
る
「
丈

夫
及
夫
人
」
の
共
同
声
明
で
あ
る
と
い
う
。

同
様
の
共
同
声
明
の
例
と
し
て
、
以
下
の
例
を
擧
げ
て
い
る
。

（
さ
）
鐘
（『
集
成
』
八
九
・
泉
屋
六
〇
、
西
周
中
期
）

「
隹
正
月
初
吉
丁
亥
、
乍
寶
鐘
、用
追
孝
于
己
白
（
伯
）、用

（
享
）
大
宗
、

用

（
樂
）
好
㝑
（
賓
）、

（
𠭯
）

蔡
姬
永
寶
、
用
卲
大
宗
」。

秦
公
鐘
（『
集
成
』
二
六
二
春
秋
早
期
）

「
公
及
王
姬
曰
。
余
小
子
、
余
夙
夕
虔
敬
𦨶
（
朕
）
祀
、

（
以
）
受
多
福
、

克
明
又
心
、
盭
（
戾
）
龢
胤
士
、咸
畜
左
右
、
嫁
嫁
（
藹
藹
）
允
義
、
𩙺
（
翼
）

受
明
徳
、
（
以
）
康
奠
𪴨
（
協
）
𦨶
（
朕
）
或
（
國
）、
（
羨
）
百
（
蠻
）、」

〔
筆
者
注
。
同
様
の
「
及
（
並
び
に
、
同
じ
く
）」
の
例
に
、
鄭
登
伯
鼎
（『
集

成
』
二
六
三
五
、
西
周
晩
期
）
の
「
鄭
登
伯
及
叔
嬭
作
寶
鼎
」、
邿
子
姜
首

盤
（『
中
國
出
土
青
銅
器
』
六
・
三
〇
〇
）
の
「
邿
子
姜
首
及
邿
公
典
作
其
盥

盤
」
が
あ
る
。〕。

考
え
る
に
、

「
余

□
子
」
に
つ
い
て
は
、
郭
長
江
①
が
、「

（

）」
と
隷
定
す
る
字
は
、

に
作
る
。
下
部
に
あ
る
の
は
「
子
」、
上
部
の
左
邊
は
「
水
」
旁
に
似
る
。
右

旁
は
「
免
」
で
あ
る
。「
从
水
、
㝃
聲
」、
あ
る
い
は
「
从
子
、

聲
」
と
な
る
が
、

「
㝃
」（『
説
文
解
字
』「
生
子
免
身
也
」）、「

」（『
説
文
解
字
』「
汙
也
」）
の
兩

字
の
字
義
は
こ
こ
で
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
（『
説
文
解
字
』「
汙
也
。
从
水
免
聲
」。

『
詩
経
』
に
曰
う
「
河
水

」。『
孟
子
』
に
曰
う
「
汝
安
ん
ぞ
能
く
我
を

さ

ん
か
」）。
た
だ
、
㝃
は
勉
と
同
音
で
あ
る
の
で
、
右
旁
の
「
免
」
か
ら
勉
字
と
し

て
「
勉
小
子
」
と
釋
し
て
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
欠
筆
し
て
い
る
中
間
の
字
は
乃
に
似
て
い
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

「
余
小
子
」
に
つ
い
て
は
、
余
と
小
子
の
間
に
、「
余
」
が
自
ら
を
形
容
す
る
語

が
入
る
場
合
が
あ
る
。

蔡
侯
申
鐘
に
は
「
余
唯
末
少
子
」
と
あ
る
。

ま
た
毛
公
鼎
に
は
、

「
司
げ
る
余
小
子
彶つ

と
める
こ
と
弗
け
れ
ば
」

「
烏

（
乎
）、
𧾱

お
そ
るる
余
小
子
、

の

（
艱
）
に
湛
う
」

と
あ
る
。

『
詩
經
』
大
雅
周
頌
閔
予
小
子
に
は

「
閔あ

わ

れ
む
予
小
子
、
家
の
不
造
に
遭
い
、
け
い
け
い

と
し
て
疚
う
れ
い

在
り
」

と
あ
る
。

曾
侯
求
鐘
に
は
「
嗚
呼
、

（
憂
）
え
る
舍
（

）

〔
嗣
〕
火
（
小
）
子
」

と
あ
っ
て
、
毛
公
鼎
の
表
現
と
似
る
。

と
す
れ
ば
、
本
器
銘
文
の
「
余

□
子
」
の
「

」
も
、
同
様
の
表
現
を
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
は
仮
に
、「
余
勉
め
る
小
子
」
と
解
し
て
お
く
。

ま
た
、
考
え
る
に
、
加
嬭
の
稱
は
、
本
器
以
外
のM

169

出
土
器
物
で
は
、
銅



三
九

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

匕
に
「
加
嬭
行
匕
」
と
あ
り
、
銅
缶
に
は
「
楚
王

随
仲
嬭
加
」
と
あ
る
。
ま
た

M
169

か
ら
盗
掘
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
加
嬭
簋
四
件
に
は
「
加
嬭
之
行
簋
、
其
永

用
之
」（『
銘
圖
續
』
三
七
五
）
と
あ
る
。
銘
文
中
の
「
加
嬭
」
の
加
は
私
名
、
嬭

は
姓
（
春
秋
期
の
楚
國
の
族
姓
で
あ
る
芈
字
と
同
じ
）
で
あ
る
。
通
常
金
文
中
の

人
名
は
、
姓
が
前
、
名
が
後
ろ
に
あ
る
。
随
仲
嬭
加
鼎
（「
唯
王
正
月
初
吉
丁
亥
、

楚
王
賸
（

）

（
隨
）
仲
嬭
加
飤

（
繁
、
鈑
）。
其
眉
壽
無
㫷
（
期
）、
子
孫

永
寶
用
之
。」）
の
銘
文
中
に
は
嬭
加
に
作
る
の
で
、

器
で
は
姓
、
名
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、輿
入
れ
後
の
制
作
に
か
か
る
本
器
並
び
に
行
器
に
は
加
嬭
と
な
っ

て
い
る
。
仲
は
、曾
中
（
仲
）
姬
之

壺
の
中
と
同
じ
く
中
の
姫
の
意
で
あ
ろ
う
。

張
叔
一
（「
周
代
女
子
的
姓
氏
制
度
」『
史
学
集
刊
』
一
九
九
九
年
二
期
）
は
、

同
様
の
例
と
し
て
、

『
春
秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
の
「
楚
子
取
其
妹
季

我
、
以
出
」、
中
白

の
「
中
白
（
伯
）
乍
（
作
）

姬
旅

用
」（『
集
成
』
四
三
五
五
周
晩
期
）、

蔡
侯

の
「
蔡
侯
乍
姬
單
賸
（

）
也
（

）」（『
集
成
』
一
〇
一
九
五
、

西
周
晩
期
）

を
擧
げ
て
い
る

黄
錦
前
（「
隨
仲
嬭
加
鼎
補
說
」
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網

站
論
文
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
九
日
）
は
、「
加
嬭
」
の
年
代
設
定
を
可
能
と
す

る
者
と
し
て
、
王
子
申
盞
盂
の
「
王
子
申
乍
（
作
）
嘉
嬭
盞
盂
、
其

（
眉
）
壽

無
㫷
（
期
）、永
保
用
之
」（『
集
成
』
四
六
四
三
、春
秋
中
期
）
を
擧
げ
、こ
の
「
嘉

嬭
」
と
「
加
嬭
」
を
同
一
人
物
と
し
、
ま
た
王
子
申
を
「
楚
共
王
時
人
、
於
公
元

前
五
七
一
年
被
殺
」
と
年
代
設
定
し
て
い
る
（『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
年
傳
「
楚

公
子
申
を
右
司
馬
と
す
る
も
、
多
く
小
国
の
賂
を
受
け
、
以
て
子
重
、
子
幸
に
偪

ま
る
。
楚
人
こ
れ
を
殺
す
。
故
書
に
曰
う
。
楚
そ
の
大
夫
公
子
申
を
殺
す
」）。〔
銘

文
選
（
六
四
七
）
は
楚
の
昭
公
時
代
の
人
物
と
す
る
〕。

考
え
る
に
、後
代
の
曾
侯
與
は
楚
の
昭
王
時
代
の
人
物
。
曾
侯
與
鐘
の
作
器
は
、

『
春
秋
左
氏
傳
』
に
拠
っ
て
推
し
量
れ
ば
、
定
公
五
年
（
前
五
〇
五
年
）
を
や
や

下
る
も
の
で
あ
り
、
黄
錦
前
の
説
に
よ
れ
ば
、
王
子
申
並
び
に
加
嬭
は
お
よ
そ

六
〇
年
前
の
共
王
時
代
の
人
物
と
推
測
で
き
る
。

烏

（
呼
）

公

（
早
）
陟
、
余
𠣸
其
彊

（
圖
）

郭
長
江
①
は
、

「

」
字
は
、王
子
午
鼎
（『
集
成
』
二
八
一
一
春
秋
晩
期
）
に
見
え
、「
（
溫
）

（
恭
）

屖
（
遟
）」
と
あ
る
。
早
逝
し
た

（

）
公
と
は
曾
侯
寶
で

あ
り
、
妻
の
加
嬭
が
そ
の
境
域
を
継
続
保
全
し
た
。「

」
は
、
中
山
王

鼎
（『
集
成
』
二
八
四
〇
戦
国
晩
期
）
に
「
む
か
し
、
𫊣
（
我
）
先
考
成
王
、

群
臣
を

（
早
）
棄
し
、寡
人
は
𫲪
（
幼
）
𬔥
（
童
）
に
し
て
未
だ
甬
（
通
）

智
せ
ず
」（「
昔
者
、𫊣
先
考
成
王
、
棄
群
臣
、寡
人
𫲪
𬔥
未
甬
（
通
）
智
」）

と
あ
る
よ
う
に
、
早
の
字
。
早
陟
は
早
逝
す
る
こ
と
。

と
い
う
。

小
新
⑦
は
、
𠣸
字
は
、
第
二
組
編
鐘
中
に
は
「
保
」
と
す
る
。
𠣾
は
「
覆
」
と

讀
む
べ
き
で
あ
り
、
庇
護
す
る
意
味
と
す
る
。

陳
斯
鵬
⑩
は
、

公
を
楚
の
共
王
と
す
る
。
こ
の
編
鐘
の
作
器
理
由
は
、
曾
侯
寶
の
妻
加
嬭

の
実
父
共
王
の
没
後
、
次
代
の
康
王
へ
の
代
替
わ
り
に
伴
う
曾
の
領
域
保
全



嬭
加
編
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四
〇

の
継
続
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
を
良
し
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以

下
妻
の
亡
父
の
徳
を
綴
り
、
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
も
邦
づ
く
り
に
勉
め
よ

う
と
訴
え
か
け
て
い
る
（「
余
愬
（
訴
）
乃
子
加
嬭
」）、

と
い
う
。

考
え
る
に
、

公
は
、
文
脈
か
ら
見
て
、
曾
侯
寶
の
前
の
代
の
曾
侯
の
名
。
陳

斯
鵬
の
説
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

𠣾
は
、多
友
鼎
（『
集
成
』
二
八
三
五
西
周
晩
期
）
に
「
衣
𠣾

𬕇
人
孚
」
と
あ
っ

て
、「
衣
𠣾
」
の
𠣾
は
、『
説
文
解
字
』
𠣾
字
の
下
条
に
「
𠣸
或
省
彳
」
と
あ
り
、

段
玉
裁
注
に
「
小
徐
本
有
𠣴
無
𠣾
」
と
い
う
。
𠣾
は
復
の
異
体
字
で
あ
る
。
皆
な

取
り
戻
し
回
復
す
る
こ
と
。
こ
こ
に
言
う
「
余
𠣸
其
彊

（
圖
）」
は
、

公
か

ら
曾
侯
寶
へ
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
楚
に
従
前
ど
お
り
の
本
領
安
堵
と
盟
約
の

継
続
を
し
て
も
ら
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
そ
の
確
認
は
周
王
朝
に
對
し
て
も

行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
秦
公
鐘
の
例
に
依
り
、
余
と
加
嬭
が
連
名
さ
れ
た

一
文
は
曾
侯
寶
と
加
嬭
の
共
同
声
明
で
あ
る
と
の
説
に
從
っ
て
、
釋
讀
を
す
す
め

た
い
。

行

曾
邦
、
以

（
我
）
夏

郭
長
江
①
は
、「
行
」
の
後
の
字
は
釋
し
て
「
相
」
と
す
る
。

夏
立
秋
②
は
、
こ
の
字
の
右
旁
は
、
鐘
銘
の
「
擇
」「
鐘
」
等
の
字
の
「
目
」

旁
と
對
比
す
る
と
、
目
の
字
で
は
な
く
、
疑
い
を
存
す
と
い
う
。

陳
斯
鵬
⑩
は
、

を
柏
と
隷
定
し
、
伯
の
仮
借
字
と
す
る
。〔
筆
者
注
。
鍾
離

君
柏
簠
（『
銘
圖
續
』
四
九
四
）
の
柏

（
人
名
）

〕

考
え
る
に
、
行
伯
は
、『
漢
書
』
刑
法
志
「
桓
公
任
用
管
仲
、
而
國
富
民
安
。

公
問
行
伯
用
師
之
道
」
に
よ
れ
ば
覇
道
を
行
う
こ
と
。「
夏
」
の
字
は

に
作
る
。

曾
侯
與
鐘
の

字
（「

有
江

」）
と
對
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

字
は
長
と
釋
す
。

夏
立
秋
②
は
、

は
図
版
と
對
比
す
る
と
、
其
の
上
部
の
右
側
に
一
筆
缺
け
て
お
り
、「
長
」

と
釋
す
る
の
は
信
じ
が
た
い
。
此
の
字
の
上
部
を
見
る
と
、「

」
に
係
る

字
か
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、「
屏
」
に
讀
む
べ
き
で
、「
以
屏
台
夏
」
は
「
屏

を
以
い
て
華
夏
を
衛
る
」
の
意
味
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、

の
圖
版
は
、

（

）
の
よ
う
に
見
え
る
。「

（

）」

よ
り
も
、「
長
（

・

）」
の
構
成
要
素
に
近
い
と
思
わ
れ
る
の
て
、
こ
こ
で

は
「
延
長
」
を
意
味
す
る
「
長
」
と
す
る
。

陳
民
鎮
⑤
は
、

を
其
、
厥
（
そ
の
）
と
釋
す
る
。

考
え
る
に
、
以
下
の
①
②
③
に
お
い
て
、

、

、
𭝅
字
を
使
用
し
て
、
一
人

称
の
台
詞
「
わ
が
」
と
す
る
も
の
は
、
祖
先
、
祭
器
、
彊
域
に
對
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

①
曾
侯

編
鐘

「
曾
公

曰
、
昔
在

不
（
丕
）
顯
高
且
（
祖
）」

公

鐘
「

（
我
）
龢
鍾
二

を
鑄
す
」（『
集
成
』
一
五
一
春
秋
晚
期
）

戎
生
編
鐘
「
戎
生
は
曰
う
。

皇
祖
憲
公
に
休
す
」（《
近
出
》
二
七
〜

三
四
）

②
嬭
加
編
鐘
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「
行

曾
邦
、
台
（
以
）

뫨
（
我
）
夏
」

『
尚
書
』
君
爽
に
「
惟
文
王
尚
克
修
和
我
有
夏
」
と
あ
る
。

「

＝
豫
政
、
乍
（
作
）

（
我
）
邦
𧱌
（
家
）」

「
余
𢍰
（
擇
）

（
我
）
吉
金
」

③
曾
侯
與
鐘

「
𢍰

𭝅
（

）
吉
金
、
自
酢
宗
彝
、
못
鐘
」

「
用
考
台
亨
于
𭝅
（

）
皇
棡
。
以

𦓃
」

䣄
王
義
楚

「
隹
正
月
吉
日
丁
酉
、
䣄
王
義
楚
、
余
の
吉
金
を
𢍰
び
、
自
ら

祭

（
し
）
を
酢
り
、
用
て
皇
天
及
び
我
文
𫨲
を

す
、
永
く
𫹸
（

）

身
を
保
ち
、
子
孫
寶
と
せ
よ
」（『
集
成
』
六
五
一
二
）

余
典
册

（
厥
）
徳
、

民
之
羝
（
氐
）
巨
。

考
え
る
に
、『
春
秋
左
氏
傳
』
定
公
四
年
「
備
物
、
典
策
、
官
司
、
彝
器
」
の

楊
伯
峻
注
に
「
典
策
謂
典
籍
簡
册
」
と
あ
る
。
典
册
は
典
策
と
同
じ
。
こ
で
は
典

策
に
記
載
し
て
規
範
と
す
る
こ
と
。

「
徳
」
は
、
こ
こ
で
は
「
王
南
公
に
譴
（
遣
）
命
し
、
㘨
（

）
土
に

（
縈
）

宅
し
、
淮
尸
（
夷
）
を
君

（
庇
）
し
、
江

（
夏
）
に

（
臨
）
む
こ
と
有
ら

し
む
」
と
い
う
治
政
の
徳
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
規
範
を
い
う
。

「

」
は

字
。

は
（『
説
文
解
字
』
卷
十
三
、
糸
部
烏
雞
切
）
段
玉
裁
《
說

文
解
字
注
》
に
、「
叚
借
爲
語
䛐
、
左
傳
、
王
室
之
不
壞
、

伯
舅
是
賴
、
民
不

易
物
、
惟
徳

物
。
毛
詩
『
伊
可
懷
也
』
の
箋
に
云
う
。
伊
當
作

、
猶
是
也
」

と
あ
る
の
で
、「

猶
是
也
」
の
「
是
」
と
解
す
る
。

民
之
羝
（
氐
）
巨
は
、
王
子
午
鼎
（『
集
成
』
二
八
一
一
）
に
「
令
尹
子
庚

民
之
所
亟
」
と
あ
り
、「
亟
」
の
通
假
「
極
」
は
、
法
度
、
準
則
。「
羝
（
氐
）
巨

（
矩
）」
は
底
平
器
具
と
指
金
、
す
な
わ
ち
基
本
。「
氐
巨
」
は
根
本
法
則
で
あ
る
。

◎
参
考

「
徳
の
あ
り
か
た
」
を
示
す
代
表
的
な
銘
文
を
以
下
に
擧
げ
る
。

①
毛
公
鼎
（『
集
成
』
二
八
四
一
西
周
晩
期
）
に
い
う
「
徳
」
は
、「
皇
天
が

引
（
お
お
い
）
に
そ
の
徳
に
厭
い
て
」
し
て
、「
我
有
周
に
配
し
た
」
も
の
。

〔
皇
天
か
ら
文
武
王
へ
〕

「
王
若
曰
父
𫨏
、
不
（
丕
）
顯
文
武
、
皇
天
引
厭

（
厥
）
徳
、
配
我
有
周
。

雁
（
膺
）
受
大
命
」

②
單
伯
旲
生
鐘
（『
集
成
』
八
二
西
周
晩
期
）
に
い
う
「
懿
徳
」
は
、
皇
祖

烈
考
が
先
王
を
徠
匹
し
た
の
に
伴
い
、
大
令
を
爵
堇
し
た
も
の
で
あ
り
、「
徠

匹
し
た
」
行
為
を
い
う
。〔
皇
天
か
ら
文
武
王
の
臣
下
へ
〕

「
單
白
（
伯
）
旲
生
曰
。
不
（
丕
）
顯
皇
且
（
祖
）
剌
（
烈
）
考
、徠
匹
之
（
先
）

王
、
爵
堇
大
令
、
余
小
子

）
帥
井
（
型
）
𦨶
（
朕
）
皇
且
（
祖
）
考
懿
徳
、

用
保
奠
」。

③
番
生
簋
蓋
（『
集
成
』
四
三
二
六
西
周
晩
期
）
に
い
う
「
元
徳
」〕
は
、
皇

祖
考
が
廣
く
下
に
あ
る

（
厥
）
孫
子
に
啓
げ
て
、
大
服
に
𪟣
う
よ
う
に
し

た
」
も
の
。〔
皇
祖
考
か
ら
後
裔
へ
〕

「
不
（
丕
）
顯
皇
且
（
祖
）
考
、
穆
穆
克
慎

（
厥
）
徳
、
嚴
才
（
在
）
上
、

廣
啓

（
厥
）
孫
子
于
下
、𪟣
于
大
服
、番
生
不
敢
弗
帥
井
（
型
）
皇
且
（
祖
）

考
不
（
丕
）
𫠭
（
丕
）
元
徳
、
用
𤕌
（
申
）
𫭓
（
紹
）
大
令
、

（
屏
）
王
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立
（
位
）」。

④
師
𩛥
鼎
（『
集
成
』
二
六
三
〇
西
周
中
期
）
に
は
、
孔
徳
、
安
徳
、

徳
、

剌
（
烈
）
徳
、
介
徳
、
懿
徳
と
い
っ
た
「
徳
」
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。

陳
斯
鵬
⑩
は
、
徳
を
楚
の
共
王
の
徳
と
す
る
。

攸
＝
（
攸
攸
）

＝

郭
長
江
①
は
、

「
攸
、
字
の
下
に
重
文
符
號
が
あ
る
の
で
、
悠
悠
は
長
久
、
連
綿
と
し
て
不

斷
の
樣
子
（
筆
者
注
。
悠
字
の
『
説
文
解
字
注
』
に
「『
詩
經
』
黍
離
『
悠

悠
た
る
蒼
天
』
の
傳
に
曰
う
『
悠
悠
と
は
遠
い
意
』。
此
れ
は
悠
が
攸
と
、

攸
が
脩
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
謂
う
。
古
く
は
多
く
攸
を
叚
り
て
脩
、
長
、

遠
と
す
る
」
と
あ
る
）。

は
从
馬
に
從
い
羌
に
從
う
。
字
の
下
に
重
文
符

號
が
あ
る
。
字
義
は
不
詳
、

は
攸
攸
と
意
味
が
近
い
。」

と
い
う
。

夏
立
秋
②
は
、

「

」
字
の
右
旁
は
羊
、糸
に
從
う
。「

」
と
「
羕
」
の
古
音
は
近
い
。「
洋

洋
（
羕
羕
）」
は
ま
た
「
寛
舒
自
在
」
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。『
孟
子
』

萬
章
上
の
「
少
し
く
し
て
則
洋
洋
焉
、
攸
然
而
逝
」。
の
趙
岐
注
に
「
洋
洋

と
は
、
舒
緩
搖
尾
の
貌
」
と
あ
る
。
下
の
句
中
の
「
舒
遲
」
も
ま
た
類
似
の

意
味
で
あ
る
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、
包
山
楚
簡
一
二
八
「
左
尹
與

公
」
の
「

」
は
羕
の
異
体
字
で

（『
包
山
楚
簡
』
釋
文
）
あ
る
。

同
簡
に
「
羕
陵
」
が
見
え
、
包
山
楚
簡
一
六
六
・
一
六
九
「
𫑩
陵
人
」
と
照
ら

し
て
、
羕
、
𫑩
、

の
同
字
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
曾
姬
無

壺

（『
集
成
』
九
七
一
〇
、戦
國
中
期
）「
𫊣
安
茲
漾
陵
」、『
詩
經
』
漢
広
「
江
の
羕
き
」

と
同
字
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
本
銘
文
の

字
も
ま
た
字
音
は
羕
と
同

じ
で
あ
る
。
夏
立
秋
の
説
に
從
い
、「
寛
や
か
で
舒
ろ
な
」
の
意
に
解
す
る
。

余
爲
夫
。
余

（
滅
）
𩓔
下
（
舒
）
屖
（
遲
）

郭
長
江
①
は
、

「
余
爲
夫
」
は
、
第
三
、四
組
で
は
「
爲
婦
爲
夫
」
に
作
る
。「

は
減
と
火

に
從
う
、
讀
み
は
減
、
減
少
の
意
味
。
𩓔
、
讀
み
は
顯
。
下
辟
は
死
去
し
た

歷
代
曾
侯
を
指
す
」
と
い
う
。

夏
立
秋
②
は
、

「

」
は
「
滅
」
字
。「
𩓔
」
は
《
說
文
・
頁
部
》
に
見
え
る
。「
𩓔
、
内
頭

水
中
也
。
从
頁
、
𠬸
、
𠬸
亦
聲
。」
𠬸
は
沒
と
同
じ
。「
滅
𩓔
」
は
「
黽
勉
（
べ

ん
べ
ん
）」
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
。『
詩
經
』・

風
・
谷
風
の
「
黽
勉
同
心
」、

阜
陽
漢
簡
は
「
沕
（
音
密
）
沒
同
心
」
に
作
る
。「
辟
」
の
字
は
「
屖
」
と

釋
す
べ
き
で
あ
り
、「
下
屖
」
の
讀
み
は
「
舒
遲
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。「
舒

遲
」
の
語
は
金
文
に
習
見
、「
遲
」
は
多
く
「
屖
（
さ
い
）」
聲
の
字
に
、「
舒
」

は
多
く
「

」
の
字
の
表
示
に
用
い
ら
れ
る
。「
下
」
の
古
音
は
匣
母
魚
部
、

見
母
魚
部
の
「
古
」
と
通
用
の
例
が
あ
る
。「

」
の
聲
旁
の
「
害
」「
夫
」

と
「
古
」
の
古
音
は
相
い
近
い
。
聲
音
上
か
ら
看
れ
ば
、「
下
屖
」
の
讀
み
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漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

は
「
舒
遲
」
で
問
題
な
い
。

と
い
う
。

考
え
る
に
、「

𩓔
」
は
、
陳
喬
樅
『
詩
經
四
家
異
文
攷
』
に
「

俛
、
黽
勉
、

密
勿
、蠠
没
皆
以
聲
近
通
假
」
と
あ
る
。
蠠
没
は
『
爾
雅
』
釋
詁
に
「
蠠
沒
、勉
也
」

と
あ
り
、
註
に
「
蠠
沒
、
猶
黽
勉
。
又
莫
筆
切
、
音
密
」
と
あ
る
。「
下
（
舒
）

屖
（
遲
）」
は
、王
孫
誥
鐘
銘
文
に
「

（
淑
）
于
威
義
（
儀
）、
（
溫
）

（
恭
）

遟
、

（
畏
）

（
忌
）
趩
趩
」
と
あ
る
。

夏
立
秋
②
説
が
妥
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
恭
）

（
畏
）
儔
公
、
及
我
大
夫
。

＝
豫
政
、
乍
（
作
）

（
我
）

邦
𧱌
（
家
）

考
え
る
に
、『
説
文
解
字
注
』
の
「
儔
」（
卷
八
・
人
部
・
直
由
切
）
に
は
、「
翳

也
。
翳
者
、
華
葢
也
。
引
伸
爲
凡
覆
蔽
之

。
按
『
玉
篇
』
儔
直
流
切
。
侣
也
。

又
大
到
切
」
と
あ
る
。
儔
公
は
、
下
文
の
我
大
夫
と
並
列
で
あ
り
、
曾
侯
を
扶
け

る
諸
公
子
を
指
す
と
お
も
わ
れ
る
。

「

＝
豫
（
爲
）
政
」
は
、
蔡
侯こ
う

𫐃し
ん

鐘
（『
集
成
』
二
一
〇
春
秋
晩
期
）
に
「
隹

れ
正
五
月
初
吉
孟
庚
、
蔡
侯
𫐃
は
曰
う
。
余
は
唯
れ
末
少
子
な
る
も
、
余
敢
え
て

（
寧
）
忘
（
荒
）
せ
ず
、
虔
し
む
こ
と
有
り
て
易
（
惕
）
た
ら
ず
、
楚
王
を
봹

右
し
、
𫁒
𫁒
（
か
く
か
く
）
と
し
て
政
を
豫
（
爲
）
し
、
天
命
を
是
れ

（
あ
き
）

ら
か
に
す
」
と
見
え
る
も
の
と
類
似
す
る
表
現
。

「
𧱌
（
家
）」
字
は
、

（
包
山
楚
簡
一
二
八
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
楚
簡
に

多
く
見
え
る
。

余
𢍰
（
擇
）

（
我
）
吉
金
、
玄
鏐
黄
鎛
（
鑪
）、
用
自
作
宗
彝
龢
鐘
、
台
（
以
）

樂
好
賓
、嘉
客
、父

（
兄
）
及
我
大
夫
。
用
孝
用
享
、受
福
無
彊
（
疆
）、
（
侃
）

其
平
龢
、
休
𪫥
（
淑
）
孔

（
煌
）。

李
建
西
、
李
延
祥
「
銅
料
名
稱
「
𬬚

」
考
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
〇
年

二
期
一
二
七
頁
）
に
は
、
作
鑄
銘
文
中
の
銅
材
の
種
類
及
び
「
輝
く
色
合
い
」
の

用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
玄
鏐
黄
鎛
（
鑪
）」
は
、
玄
く
美
し
い
黄
膚
の
銅
掟
。

曾
伯

簠
（『
集
成
』
四
六
三
一
、
春
秋
早
期
）
に
「
余
𢍰
其
吉
金
黄
鑪
（

）、

余
用
自
乍

𠤳
」
と
あ
る

「

（
侃
）
其
平
龢
」
の

字
に
つ
い
て
、

陳
民
鎮
③
は
、

清
華
簡
《
繫
年
》
簡
一
二
〇
「
魯
侯
侃
」
が
、
簡
一
二
四
で
は
「
魯
侯

」

に
つ
く
る
こ
と
を
あ
げ
（
簡
一
二
〇
「
越
公
與
齊
侯
貸
、
魯
侯
侃
（

）
盟

于
魯
稷
門
之
外
」）・（
簡
一
二
四
「
遂
以
齊
侯
貸
、
魯
侯

（
顯
）、
宋
公
田
、

衛
侯
虔
、
鄭
伯
駘
朝
周
王
于
周
」）、
ま
た
、
郭
店
簡
〔
性
自
命
出
〕
に
「
則

（
鮮
）
女
（
如
）
也
斯
喜
」、
上
博
簡
に
〔
性
情
論
〕「

如
」
と
あ
る
も

の
は
、「
侃
如
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
。「
侃
」
は
和
樂
の
貌
で
あ
る
。

と
す
る
。

考
え
る
に
、「
龢
」
は

児
鎛
（『
集
成
』
二
〇
三
春
秋
晩
期
）
に
「
龢
會
百
生
」、

秦
公
鎛
（『
集
成
』
二
七
〇
春
秋
中
期
）
に
「
協
龢
萬
民
」
等
の
使
用
例
が
あ
る
。

「
侃
」
を
和
樂
す
る
と
釋
す
る
な
ら
ば
、「
其
の
平
龢
」
は
、
和
樂
す
る
対
象
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

𪒠
鐘
（【
淅
川
下
寺
】
頁
二
八
二
、『
新
収
』
四
八
七
）
に
鐘
を
形
容
し
て
「
龢
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（
和
）
平
に
し
て
均
（
韻
）
は
煌
（
か
が
や
）
か
し
。

色
は
華
の
若
し
」
と
見

え
る
。

ま
た
、陳
建
新
⑮
が
擧
げ
る
、衛
侯
之
孫
書
鐘
（『
銘
三
』
第
一
二
七
九
）
に
「
𢍰

（
擇
）
余
吉
金
、
乍
（
作
）
𥃘
（
鑄
）
余
寶
鐘
、
成
𥃘
（
鑄
）
六
𬌍
（
肆
）、
則

與
其
□
帀
良
是
平
之
、

（
既
）
龢

（
且
）
訌
、我
鐘

（
既
）
平

（
且
）

諹
（
揚
）」
と
あ
っ
て
、「
龢
平
」
は
鐘
の
音
律
で
あ
る
。

こ
れ
に
從
い
、「

（
侃
）
其
平
龢
」
と
は
、「
そ
の
音
律
を
和
楽
し
て
整
え
る
」

と
解
し
う
る
。
ま
た
、
休
𪫥
（
淑
）
孔

（
煌
）
と
は
、「
音
色
の
善
さ
は
、
は

な
は
だ
煌
ら
か
で
あ
る
」
と
解
せ
よ
う
。

大
夫
庶
士
、
𡣙
＝
（
齋
齋
）
趩
﹇
＝
﹈（
翼
翼
）、
𨣊
（

）
獻

（
歌
）

（
舞
）

郭
長
江
①
は
、「
齋
翼
酬
獻
歌
舞
」
に
作
る
。
和
酬
す
る
こ
と

夏
立
秋
②
は
、

「
趩
」
の
字
は
王
子
午
鼎
（『
銘
圖
』
二
四
六
八
）
に
見
え
、「
畏
𫤱
（
忌
）

趩
＝
（
趩
趩－

翼
翼
）。」
も
ま
た
重
文
。「
齋
齋
」「
趩
趩
」
は
み
な
恭
敬
の

意
味
。〔
筆
者
注
。『
詩
經
』
大
雅
・
文
王
「
厥
猶
翼
翼
」
の
毛
傳
「
翼
翼
、

恭
敬
思
辭
也
」〕

と
す
る
。

考
え
る
に
、「
翼
翼
」
の
例
と
し
て
は
「
小
心
」
と
繫
げ
て
、以
下
の
例
が
あ
る
。

『
管
子
』
弟
子
職
「
夙
興
夜
寐
、
衣
帶
必
飾
、
朝
益
暮
習
、
小
心
翼
翼
」。

『
漢
書
』
禮
樂
志
「
王
侯
秉
徳
、
其
鄰
翼
翼
」。

『
詩
經
』
大
雅
・
大
明
「
維
此
文
王
、
小
心
翼
翼
」。
烝
民
「
令
儀
令
色
、
小
心

翼
翼
」。

「
歌
」
は
郭
店
楚
簡
・
窮
達
以
時
五
に

に
作
る
。

も
ま
た
字
音
、
可
に
從

う
歌
の
異
体
字
。「
舞
」
に
は
、
辵
に
從
う
「

」（
僕
兒
鐘
、『
集
成
』
一
八
四

春
秋
晩
期
）
字
が
あ
る
の
と
同
様
、

も
ま
た
舞
の
異
体
字
で
あ
る
。

喜
（

）
㱃
（
飲
）
飤
（
食
）。
易
（
賜
）
我

𠂂
（
終
）
黄

、
用

受

（
介
）
福
。
其
萬
年
母
（
毋
）

（
改
）、
至
于
孫
子
、
石
（
庶
）

保
用
之
。

「

𠂂
（
終
）
黄

」
の
語
を
用
い
る
曾
國
青
銅
器
銘
文
の
例
と
し
て
は
、
曾

仲
大
父
𫋒
簋（『
集
成
』四
二
〇
四
西
周
晩
期
）〔
隨
縣
均
川
區
熊
家
老
灣
出
土
〕に
、

「
唯
五
月
既
生
霸
庚
申
、曾
中
（
仲
）
大
父
𫋒
廼
用
吉
攸
（
鋚
）

乃

（
鑄
）
金
、

用
自
乍
（
作
）
寶

、
𫋒
其
用
追
孝
于
其
皇
考
、
用
易
（
賜
）

（
眉
）
壽
黄

冬
（
終
）、
其
邁
（
萬
）
年
子
子
孫
孫
永
寶
用

」
が
あ
る
。

夏
立
秋
②
は
、

字
に
つ
い
て

「

」
字
は

に
作
り
、「
寶
」
と
す
る
の
は
正
確
で
な
い
。
曾
侯
乙
編
鐘

の
「
割
」
字

と
對
比
で
き
る
。
こ
の
句
は
叔
多
父
盤
（『
銘
圖
』

一
四
五
三
三
）
の
「
受
害
（
介
）
福
」
に
近
い
。『
易
経
』
晉
・
六
二
に
「
晉

如
、
愁
如
、
貞
吉
。
受
茲
介
福
、
于
其
王
母
」、
象
傳
「
受
玆
介
福
、
以
中

正
也
」、『
釋
文
』
に
「
介
、
大
也
」
と
あ
る
。

と
い
う
。

謝
明
文
⑯
は
、
石
（
庶
）
保
用
之
に
つ
い
て
、
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漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號

伯
簋
（《
山
西
珍
貴
文
物

案
》
一
〇
、六
七
頁
、《

金
集
萃
》
六
二
）

の
「

伯

め
て
寶
簋
を
作
る
…
…
中
略
…
…
其
れ
則
ち
福
は
用
て
百
福
な

ら
ん
こ
と
を
石
う
、
子
子
孫
孫
其
萬
年
永
寶
用
、
夙
夜
于
厥
宗
用
」
を
挙
げ
、

〔
筆
者
注
。
鐸
部
（
石
）
は
、
魚
部
（
庶
）
の
入
声
〕、
石
は
ま
た
本
来
石
聲

に
從
う
、
庶
と
讀
む
こ
と
が
で
き
る
。

と
言
う
。

訓
読隹

れ
王
の
正
月
初
吉
乙
亥
、曰
う
「
白
𠯑
命
を
受
け
、禹
之

（
堵
）
を
帥
（
お

さ
）
め
、
此
こ
に
南
洍
有
り
。
余
は
文
王
の
孫
、
穆
の
元
子
、
之
き
て
曾
に
邦
つ

く
る
。
余
敢
え
て
乍
（

）

せ
ず
、
楚
は
既
に
𢓀
（
代
）
を
爲
し
、
𫊣
れ
ら
之

れ
に
徠
匹
す
。
我
が
𭟂
（
猷
）
を

（
毖
）
𫻶
（
壯
）
と
し
、
大
命
は

（
改
）

ま
る
母
（
毋
）
し
」
と
。

余

（
勉
）
小
子
、加
𪦳
（
嬭
）
曰
う
「
烏

（
呼
）。

（

、共
）
公

（
早
）

に
陟
す
。
余
は
其
の
彊
（
疆
）

（
圖
）
を
𠣴
（
復
）
し
た
り
、曾
邦
に
行

し
、

台
（
以
）
て

（
我
）
夏
を

（
な
が
）
く
せ
ん
。
余

（
厥
）
の
徳
を
典
册
し
、

（
是
）
れ
民
の
羝
（
氐
）
巨
と
せ
ん
。
攸
＝

＝
、
余
夫
と
爲
り
。
余

（
滅

－

黽
）
𩓔
（
勉
）
下
（
舒
）
屖
（
遲
）
と
し
て
、
儔
公
、
及
び
我
大
夫
を

（
恭
）

（
畏
）
す
。

々
と
し
て
政
を
豫
（
爲
）
し
、
（
我
）
邦
𧱌
（
家
）
を
乍
（
作
）

さ
ん
」
と
。

余

（
我
）
吉
金
の
玄
鏐
黄
鎛
（
鑪
）
な
る
を
𢍰
（
擇
）
び
、
用
て
自
ら
宗
彝

龢
鐘
を
作
る
。
台
（
以
）
て
好
賓
、
嘉
客
、
父

（
兄
）
及
び
我
大
夫
を
樂
し
ま

せ
ん
。
用
て
孝
し
用
て
享
し
、
福
を
受
る
こ
と
彊
（
疆
）
無
く
、
其
の
平
龢
を

（
侃
）
く
し
て
、
休
𪫥
（
淑
）
は
孔

（
煌
）。
大
夫
、
庶
士
、
𡣙
＝
趩
﹇
＝
﹈
と

し
て

（
歌
）

（
舞
）
を
𨣊
（

）
獻
し
、
㱃
（
飲
）
飤
（
食
）
を

喜
（

）

す
。
我
が

𠂂
（
終
）
黄

を
易
（
賜
）
り
、
用
て

（
介
）
福
を
受
け
ら
れ
ん

こ
と
を
。
其
れ
萬
年

（
改
）
る
こ
と
母
（
毋
）
く
、孫
子
に
至
る
ま
で
、石
（
庶
）

之
れ
を
保
用
せ
ん
。

現
代
文

隹
れ
は
王
の
正
月
初
吉
乙
亥
の
こ
と
、（
曾
侯
寶
は
）
曰
う
「
白
𠯑
は
命
を
受

け
ら
れ
て
、
禹
の
ひ
ら
い
た
領
域
（

）
を
統
帥
し
、
此
の
南
方
の
洍
（
水
涯
）

が
あ
る
。
私
は
文
王
の
孫
、
穆
（
侯
）
の
嫡
子
で
あ
り
、
遠
く
出
で
離
れ
た
曾
に

邦
つ
く
る
。
私
は
あ
え
て
乍
（

）
す
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
で
お
こ
う
。

楚
は
す
で
に
（
南
方
の
統
治
者
と
し
て
）
𢓀
（
代
）
を
爲
し
、
𫊣
（
我
）
れ
ら
は

之
れ
に
徠
匹
し
て
き
た
。
私
の
謀
り
ご
と
は

（
毖
）
く
𫻶
（
成
就
）
さ
れ
て
お

り
、
周
王
室
か
ら
授
か
っ
た
大
命
は

ま
る
こ
と
は
な
い
」

私

（
勉
）
め
る
小
子
と
、
加
𪦳
（
嬭
）
は
曰
う
「
あ
あ
、

公
は
早
く
に
天

上
に
陟
ら
れ
た
が
、
私
は
其
の
彊
域
を
従
前
ど
お
り
安
堵
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

曾
の
邦
に
政
道
を
行
い
、
長
く
我
夏
の
領
域
を
保
と
う
。
私
は
祖
先
の
徳
行
を
簡

册
に
記
載
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
民
の
行
い
の
基
本
と
し
よ
う
。
私
は
夫
と
し

て
。
勤
勉
に
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
、
居
並
ぶ
公
子
や
大
夫
を
恭
い
慎
し
み
、
つ
と
め

て
政
を
行
い
、
我
邦
家
を
お
こ
し
て
い
こ
う
」。

私
は
、玄
く
か
つ
黄
肌
の
良
い
銅
材
を
選
び
、自
ら
宗
廟
の
彝
器
、編
鐘
を
作
っ

た
。
こ
れ
を
用
い
て
よ
き
賓
客
、
父
兄
及
び
我
が
大
夫
を
樂
し
ま
せ
よ
う
。
よ
く

享
祀
し
て
、
福
を
受
か
る
こ
と
が
限
り
な
い
よ
う
に
。
そ
の
音
律
の
平
龢
を
な
ご



嬭
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ま
せ
、
淑
き
こ
と
は
孔
煌
と
し
て
、
大
夫
庶
士
は
、
慎
み
ゆ
っ
た
り
と
歌
舞
を
応

酬
し
、
宴
の
飲
食
を
た
の
し
む
。
私
に
よ
き
終
わ
り
と
長
壽
を
賜
わ
り
、
大
き
な

福
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
萬
年
改
ま
る
こ
と
な
い
よ
う
、
孫
子
に
至
る
ま
で
、

長
く
こ
の
編
鐘
を
用
い
る
こ
と
を
願
う
。

（
立
命
館
大
學
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）


